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団体所在地 広島県山県郡北広島町志路原４７１ 

団体の名称 社会福祉法人泰平社 

職 ・ 氏 名 理事長 朝枝 泰善 

（施設名 幼保連携型認定こども園ふたば） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○活動報告書は、HPで公表しますので、公開可能な内容としてください。 

○データのサイズは、写真を含め、８Ⅿ以内に収め、ワード文書にて提

出してください。 

○こちらの報告書フォームに沿って全て記入してください。 

（活動内容） 

・原っぱで山菜探しやカエル、カタツムリなど

の生き物探し→観察 

・裏山でタケノコ掘り、木の実を見つける。 

・斜面をかけあがったり、滑ったりとダイナミ

ックに遊ぶ。 

・園庭に咲いた藤の花や木の実を使っておまま

ごと 

・夏野菜の苗植え→観察 

 

（活動内容） 

・川遊び 

・川で生き物探し（みずかまきり、サワガニ） 

・サンちゃんと友だちになる会 

・夏野菜の収穫 

（活動内容） 

・裏山 

・落ち葉集め（お気に入りの木の実や葉っぱを

探して発表する） 

・お散歩（季節の移ろいに気づく） 

・さつま芋掘り 

・写真絵本作家による森のおはなし会 

 

（活動内容） 

・雪遊び（かまくら作り、雪だるま作り 

     雪合戦、そり滑り） 

・つららや水たまりの氷を発見 

・雪の上にある動物の足跡を発見 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1 枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

・園の近くにあるお宮にお散歩に出かけ、アリジゴ

クを見つけて、じっくり観察する。 

・穴の大きさや数、穴の正体などを一緒に観察した

り、変化変化を楽しめるように工夫する。 

・「なんだこれは？」と興味深く観察することで、ア

リジゴクの生態やアリとの違い、生命の尊さなどに

ついて考えるきっかけになる。観察している友だち

が集まってきて、「少し砂を落としたら、でて来るら

しい…」と一言。恐る恐るやってみるとアリジゴク

のハサミ（カマ）が出現して驚いた。 

（エピソード記述） 

・毎年夏になるとライフジャケットを着用して川に

入る。子どもたちは何度も訪れている川へ入り、生

き物探しや泳ぐことに夢中になって遊ぶ。 

前回（昨年）サワガニやミズカマキリがいた場所を

思い出し探しはじめる。 

・安全に配慮しながら石の下や川辺などを子どもた

ちと一緒に探す。見つけたときの喜びや前日にはで

きなかったこと（遠くまで泳げるなど）に喜びを感

じ、共感し、自信につなげる。 

・川の生き物が生息している所を見つけ、夢中にな

って探すことで、見つかった時の喜びや生き物への

興味・関心を深める。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

・写真家、写真絵本作家の小寺卓也さんによる森の

お話し会に参加し、いろいろな葉っぱの特徴を知

り、興味や関心を持つ。 

・子どもたちがいろいろな葉っぱを見て感じたこと

や気づいたことに葉っぱのおもしろさや不思議さ

に共感する。 

・いろいろな葉っぱを見てきて、葉っぱの表情やお

もしろさに気づいた上で、自分たちで別の写真から

植物や虫のきもちを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

・たくさん積もった雪をかき集めて、みんなでかま

くらを作る。 

・子どもたちが中心となって作りあげていく中で、

それぞれの役割を一生懸命やっている姿を認めて

いく。 

・子どもたちで雪を集める人、固める人運ぶ人と役

割分担をし、 

立派なかまくらを作っていく。真っさらな所から作

り出すためには、今まで経験してきたことを思い出

し、友だちと協力して作らなければいけない。協同

性が育まれていく。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12 月） 

 ・シェアリングネイチャーの研修に参加 

 ・ 

  

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

・花田植えに参加 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

  ・さつまいもの苗植えを一緒にする。 

  ・裏山に一緒に行き、斜面を登ったり、おりたりと普段の遊びを体験してもらう。 

  ・サンちゃんと友だちになる会で親子で川に入る。 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


